
宇土市女性活躍推進事業 【宇土市】

令和４年度に実施した市民意識調査の結果では、「社会全体で男女の地位が
平等である」と回答したのは１５．８％と低く、男女共同参画が十分に進んでいる
とは言い難い。「家庭生活」や「社会通念・習慣・しきたり」、「地域活動の場」に
おける平等感は、国を下回っており、地方社会の古い慣習等が根強く残っている
地域といえる。また、本市の男女共同参画推進計画において成果指標として掲げ
ている「審議会等の女性登用率」については、Ｒ７年度の目標値35％に達してお
らず、R５年度の27.4％から横ばいで推移している。
審議会等の委員のほか、自治会長や議員等の地域の代表においても、女性が
就任することは少ない現状にある。今後、男女共同参画をより一層推進するには、
多様な意見を取り入れる必要があり、そのためには意思決定の場への女性の参
画が欠かせないと考えている。

地域の実情と課題

市商工会、自治会、ＪＡ等

連携団体

市議会の女性議員数、審議会の女性委員数や地域組織での女性役員数は依
然として少なく、なり手不足が問題となっている。今後、地域や社会で活躍したい・
活動したいと思う女性が増えていくように、啓発を続けていく必要がある。
また、今回構築されたネットワークが、自立した組織となれるよう支援していく必
要がある。

今後の課題

講座初回で、男女共同参画の基礎と本市の状況について学んだことにより、男
女共同参画に対する意識の変化が感じられた。また、現在活躍している女性たち
の話を聴き、交流を持つことにより考え方の変化やモチベーション向上となった。
講座開催中に交流会を開催したことにより、受講生同士のネットワークが構築さ
れ、受講終了後の活動へとスムーズに移行できた。
講座受講者へ、市の審議会や市議会YouTube配信を案内（ＱＲコード付）した
ことにより、今まで審議会や市議会を見たことがなかった人の視聴へと繋がった。

事業の効果

社会的視野を持ちリーダーシップをとる女性人材の発掘・育成とネットワークの
構築を図ることにより、女性人材の審議会や意思決定の場への参画を促し、市
の審議会等の女性割合を増やすことで、女性の意見を市政に反映させることを
目指す。

目的・目標

男女共同参画や女性がリーダーシップを取るうえでの考え方などを学ぶ講座を
実施し、社会的視野を持ちリーダーシップを取る女性人材の発掘・育成とネット
ワーク構築の支援をする。
全５回の講座のうち、市民参加型の公開講座を開催し受講者以外の市民への
啓発を行う。また、地域で活躍する女性を講師とする回を設け、ロールモデルとし
てその経験や知識を共有し、イメージを掴んでもらう。
全５回の講座期間中に受講者の交流会を２回開催したことにより、講座受講中
に受講生のネットワークが構築され、講座終了後の活動への移行に繋げることが
できた。また、講座終了後も受講生活動に行政が伴走支援を行うことで、継続し
たネットワークとなるよう図っている。

事業の特徴

個別事業費 １，０４６ 千円

交付金額 ５０５ 千円

事業番号 １

目標・KPI 目標  実績  達成率  

事業  

目標  

市の審議会等に

おける女性割合  

３５％  

（アウトカム）

26.9％  

（令和６年度時点）  
― 

事業  

KPI 

宇土市女性活躍

推進事業における

講座開催に伴う

延べ参加者数  

全 5 回講座  

参加者 15 名 

（延べ参加者  

75 名）  

（アウトプット）

延べ７６名 100％ 



事業の概要

わ た し の 一 歩 が こ の ま ち を つ く る
女 性 が 輝 き ・ 暮 ら し や す い 宇 土 市 へ

う と み ら い カ レ ッ ジ

◆目的
現在、各種審議会や意思決定の場への女性の参画が十分に進んでいない現状を踏まえ、社
会的視野を持ちリーダーシップをとる女性人材の発掘・育成とネットワークの構築を目指す。
また、女性人材の審議会や意思決定の場への参画を促し、さらにはネットワーク化することに
より、本市の男女共同参画のより一層の推進を図る。

◆内容
全５回（欠席者には、アーカイブ配信あり）
①「地域における男女共同参画の未来」
②「私が創る私の未来、夢をカタチにする夢地図ワーク」
③「地域で活躍する女性リーダーたち」ロールモデル
＊終了後、交流会
④「環境力は地域力」＊公開講座
⑤「わたしが目指す宇土の未来」宣言/修了式
＊終了後、交流会

◆申込者数
１８名

◆修了生数
１５名
＊全５回全て参加又はアーカイブ視聴した人を
終了生とした

市主催の「人権・男女共同参画・生涯学習」をテ

ーマとしたミニフェスティバルで、パネルでの事業
紹介及びロビーでの受付を行った。

わたしたちの“やってみたい”がカタチになる日
得意なことを生かした『マルシェ』の開催！

［目的］
女性が自らの強みを社会に発信し、市民に心と体
の健康への気づきを届けることで、学びを“行動”
へと広げるモデルづくりを目指す。また、自信を持っ
て活動する女性の姿を通して、「私にもできるかも
しれない」という一歩を後押しする

マルシェの企画、開催

ハートフルフェスタでの
ボランティアスタッフとしての参加

受 講 後 の 修 了 生 活 動
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